
























































































































































課題１ ●● I■■ ■■ 技における’申張一短締 サイクル利用による筋パワー発揮！寺 ！．。 ■■■
■
●究謬堤圓Ⅱ ●● ■■ 。』 技における’ 申；島一短縮サイクル遂行 詣力の性差
:究課題Ⅲ：上肢における伸；蔦一短；胃サイクル遂行能力の－ ｌ優 立。 生
きかつた。
究課題Ⅳ：伸張一短縮サイクルパフォーマンスと動的最大筋力の関係
ＳＳＣ条件の初期パワーはｌＲＭベンチプレスと有意な高い相関（ｒ＝0.83）が認められ
たが、等速性筋力とは中程度の相関（ｒ＝0.50.0.67）であった。ＳＳＯ条件の初期筋収縮
速度に対してｌＲＭＢＰの貢献度は高かった。
究課題Ｖ：伸張一短縮サイクルパフォーマンスと伸張性最大筋力の関係
伸張性最大筋力は、等尺性最大筋力に比べ約１６％高値を示し、等尺性最大筋力との間に
r＝０．７９の有意な高い相関を示した。ＳＳＣ条件の最大パワーと伸張性最大筋力とは有意な
相関が認められたが、ＳＳＣ増強効果が顕著な初期パワーとは認められなかった。
Ｖ総括
上肢の場合、ＳＳＣは特に初期パワー出力の増大に貢献することが明らかにされた。そこ
で､ＳＳＣ利用有無による初期パワー出力差に注目し､ＳＳＣ指数を考案した｡これによって、
これまで十分評価できなかった上肢のＳＳＣ遂行能力の評価が可能となった。
ＳＳＣ遂行能力の性差および－側優位性について検討した結果、ＳＳＣ遂行能力は、女子が
男子より劣り、その－側優位性は非利き手が優れる（左側優位）という興味深い知見が得
られⅢた。筋パワー発揮における性差および－側優位性の解明は運動学的にも非常に重要な
テーマであり、今後詳細に検討していく必要があろう。
また､収縮様式の異なる各種筋力とＳＳＣパフォーマンスとの関係について検討した結果、
近年盛んに行われている等速`性筋力測定よりも、１ＲＭテスト（ベンチプレス）で計測され
る動的最大筋力がＳＳＣパフォーマンスと関連が高いことが明らかにされた。このことは、
伝統的筋力トレーニングであるベンチプレスの重要性を再認識させるものであった。しか
し、期待された伸張性最大筋力とＳＳＣ増強効果（初期パワー）との間に有意な関係は認め
られなかった。よって、伸張性筋力トレーニングにより最大筋力が高まったとしても、必
ずしもＳＳＣパフォーマンスの向上に貢献しないと判断された。上肢においても腱組織が
SSCパフォーマンスに大きく貢献する可能性がある。この点についても、今後、さらに詳
細な研究が必要であろう。
－５６９－
学位論文審査結果の要旨
筋機能の測定・評価に関する研究は、主に単一の筋収縮様式に関して行なわれ、上肢に
おける複合的な筋の収縮パターンである伸張一短縮サイクル（Stretclrsl1orteningcycle：
SSC）に関してはほとんど行なわれていない。しかし、「投げる」「打つ」等、上肢により筋
パワーを発揮する動作においてもＳＳＣは頻繁に利用される。よって、競技成績との関係で
筋機能を評価する場合、上肢におけるＳＳＣ遂行能力の特性を踏まえて評価することが必要
であろう。本論文では荷重負荷法による筋パワー測定器を利用し、ＳＳＣ利用による上肢の
筋パワー発揮特性について以下の知見を得ている。
ＳＳＣを利用する条件とＳＳＣを利用しない条件で発揮された肘屈曲パワー値問の比較の結
果、ＳＳＣ条件では、初期パワーが高値を示した。よってＳＳＣ利用の有無による初期パワー
出力差に注目し、ＳＳＣ遂行能力を評価するＳＳＣ指数を考案した。この指数により女子が男
子に比べＳＳＣ遂行能力が劣ることが示唆された。また､利き手に比べ非利き手が優れる(左
側優位）ことが明らかにされた。さらに、ＳＳＣ利用による筋パワー出力（SSCパフォーマ
ンス）の向上には１ＲＭテストで計測される最大筋力の貢献が大きいことが示唆された。
以上、本論文はこれまで不明確であった上肢のＳＳＣ利用による筋パワー発揮特性、その
性差および－側優位性を明らかにした。さらに、今後のＳＳＣ遂行能力の向上方法を検証し
た点でも実用的価値は高い。従って、審査委員会は本論文が博士論文（学術）に値すると
判定した。
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